
令和７年積丹町二十歳の集い令和７年積丹町二十歳の集い

　
１
月
12
日
、
令
和
７
年
積
丹
町

二は

た

ち

十
歳
の
集
い
が
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
華
や
か
な
振
り
袖

や
羽
織
は
か
ま
、ス
ー
ツ
姿
の
参
加
者
・

10
人
の
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
家
族
や
来
賓
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た

参
加
者
は
、
一
人
一
人
の
紹
介
と
原
教

育
長
の
挨
拶
の
後
、
松
井
町
長
と
岩
本

議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
励
ま
し
の
言
葉
を

受
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
を
代
表
し
、
上
田
涼
華
さ
ん

（
美
国
町
）
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
木
村

海
琉
人
さ
ん
（
美
国
町
）
と
加
藤
な
な

さ
ん
（
美
国
町
）
が
、
力
強
く
新
成
人

と
し
て
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
当
日
は
、
美
国
婦
人
会(

魚
屋

友
子
会
長
）
か
ら
手
づ
く
り
の
「
赤
飯
」

が
、
野
塚
町
の
私
有
林
で
森
の
管
理
や

自
然
体
験
活
動
等
を
行
う
森
林
保
全
活

動
団
体
の
積
丹
グ
リ
ー
ン
（
森
田
信
道

代
表
）
か
ら
は
、
町
内
の
木
材
を
活
用

し
た
「
記
念
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
」
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
集
い
の
後
に

は
、
参
加
者
や
保
護
者
、
恩
師
の
先
生

達
と
の
懐
か
し
い
会
話
が
弾
ん
で
い
ま

し
た
。

　
町
内
外
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む

二
十
歳
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

新たな門出新たな門出 令和７年積丹町二十歳の集い令和７年積丹町二十歳の集い

▲誓いのことば（木村さんと加藤さん） ▲記念品贈呈（上田さん）
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■
北
海
道
知
事
表
彰

■
北
海
道
知
事
表
彰

【【
3030
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
２
分
団

第
２
分
団 

分
団
長

分
団
長

　
加
藤

　
明
弘

　
加
藤

　
明
弘
　
さ
ん
（
幌
武
意
町
）

　
さ
ん
（
幌
武
意
町
）

第
６
分
団

第
６
分
団 

副
分
団
長

副
分
団
長

　
荒
谷

　
保

　
荒
谷

　
保
　
さ
ん
（
来
岸
町
）

　
さ
ん
（
来
岸
町
）

【【
2020
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
７
分
団

第
７
分
団 

班
長
班
長

　
伊
藤

　
浩
介

伊
藤

　
浩
介 

さ
ん
（
美
国
町
）

さ
ん
（
美
国
町
）

【【
1010
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
１
分
団

第
１
分
団 

副
分
団
長

副
分
団
長

　
的
場

　
敬
貴

的
場

　
敬
貴 

さ
ん
（
美
国
町
）

さ
ん
（
美
国
町
）

第
１
分
団

第
１
分
団 

部
長
部
長

　
田
代

　
輝

田
代

　
輝 

さ
ん
（
美
国
町
）

さ
ん
（
美
国
町
）

第
１
分
団

第
１
分
団 

班
長
班
長

　
小
林

　
強
太

　
小
林

　
強
太
　
さ
ん
（
美
国
町
）

　
さ
ん
（
美
国
町
）

第
５
分
団

第
５
分
団 

班
長
班
長

　
齋
藤

　
拓
磨

　
齋
藤

　
拓
磨
　
さ
ん
（
野
塚
町
）

　
さ
ん
（
野
塚
町
）

第
１
分
団

第
１
分
団 

団
員
団
員

　
菊
地
　
省
吾

　
菊
地
　
省
吾 

さ
ん
（
美
国
町
）

さ
ん
（
美
国
町
）

　
加
藤
　
悠
樹

　
加
藤
　
悠
樹 

さ
ん
（
美
国
町
）

さ
ん
（
美
国
町
）

■
北
後
志
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

■
北
後
志
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

【【
4040
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
４
分
団

第
４
分
団 

分
団
長

分
団
長

　
斉
藤
　
順
一

斉
藤
　
順
一 

さ
ん
（
日
司
町
）

さ
ん
（
日
司
町
）

【【
3030
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
２
分
団

第
２
分
団 

分
団
長

分
団
長

　
加
藤
　
明
弘

加
藤
　
明
弘 

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

【
後
志
地
方
支
部
長
表
彰
】

【
後
志
地
方
支
部
長
表
彰
】

元
分
団
長

元
分
団
長

故故
山
田
　
寿
弘

山
田
　
寿
弘 

さ
ん
（
余
別
町
）

さ
ん
（
余
別
町
）

　
加
納

　
好
規

　
加
納

　
好
規 

さ
ん
（
日
司
町
）

さ
ん
（
日
司
町
）

　
小
原

　
勝
文

　
小
原

　
勝
文 

さ
ん
（
入
舸
町
）

さ
ん
（
入
舸
町
）

元
副
分
団
長

元
副
分
団
長

　
横
山

　
弘
明

　
横
山

　
弘
明 

さ
ん
（
野
塚
町
）

さ
ん
（
野
塚
町
）

【
功
績
賞
】

【
功
績
賞
】

第
５
分
団

第
５
分
団 

分
団
長

分
団
長

　
生
駒

　
隆
昭

　
生
駒

　
隆
昭 

さ
ん
（
野
塚
町
）

さ
ん
（
野
塚
町
）

第
４
分
団

第
４
分
団 

副
分
団
長

副
分
団
長

　
須
田

　
真
史

　
須
田

　
真
史 

さ
ん
（
日
司
町
）

さ
ん
（
日
司
町
）

【
特
別
功
績
賞
】

【
特
別
功
績
賞
】

第
４
分
団

第
４
分
団 

分
団
長

分
団
長

　
斉
藤

　
順
一

　
斉
藤

　
順
一 

さ
ん
（
日
司
町
）

さ
ん
（
日
司
町
）

【【
3030
年
勤
続
表
彰
】

年
勤
続
表
彰
】

第
２
分
団

第
２
分
団 

分
団
長

分
団
長

　
加
藤

　
明
弘

加
藤

　
明
弘 

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

■
後
志
地
方
支
部
余
市
分
会

■
後
志
地
方
支
部
余
市
分
会

【
優
秀
団
員
表
彰
】

【
優
秀
団
員
表
彰
】

第
１
分
団

第
１
分
団 

班
長
班
長

　
安
田
　
満

安
田
　
満 

さ
ん
（
美
国
町
）

さ
ん
（
美
国
町
）

　
菊
谷
　
政
博

　
菊
谷
　
政
博 

さ
ん
（
美
国
町
）

さ
ん
（
美
国
町
）

第
８
分
団

第
８
分
団 

団
員
団
員

　
住
吉
　
隆
夫

　
住
吉
　
隆
夫 

さ
ん
（
余
別
町
）

さ
ん
（
余
別
町
）

■
積
丹
消
防
団
団
長
表
彰

■
積
丹
消
防
団
団
長
表
彰

【
個
人
表
彰
】

【
個
人
表
彰
】

入
舸
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

入
舸
女
性
防
火
ク
ラ
ブ 

副
会
長

副
会
長

　
小
原
　
眞
理
子

　
小
原
　
眞
理
子 

さ
ん
（
入
舸
町
）

さ
ん
（
入
舸
町
）

　
桂
下
　
洋
子

　
桂
下
　
洋
子
さ
ん
（
入
舸
町
）

さ
ん
（
入
舸
町
）

地域の防災に新たな決意

積丹消防団出初式が挙行積丹消防団出初式が挙行

　

令
和
７
年
積
丹
消
防
団
出
初
式
が
、

１
月
７
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
で
団
員
を
招

集
。
美
国
神
社
で
消
防
団
長
や
団
幹
部

ら
に
よ
る
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
た
後
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
式
典
が
挙
行
さ

れ
、
各
分
団
の
団
員
や
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
員
な
ど
総
員
52
名
が
出
席
し
ま
し

た
。　
　

　

式
典
で
は
、
富
士
谷
哲
朗
積
丹
消
防

団
長
が
「
防
災
の
第
一
線
に
あ
る
我
々

は
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、

い
か
な
る
災
害
に
も
屈
し
な
い
体

制
・
力
を
整
え
て
お
く
決
意
と
行
動

力
が
大
切
で
す
。
消
防
職
員
、
団
員

に
は
消
防
の
使
命
を
再
認
識
さ
れ
、

新
た
な
決
意
を
も
っ
て
精
進
さ
れ
る

こ
と
を
切
望
し
ま
す
。」
と
式
辞
を

述
べ
ら
れ
、
団
員
ら
は
、
地
域
防
災

の
要
を
担
う
消
防
団
員
と
し
て
の
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員

と
し
て
精
励
さ
れ
た
方
々
の
功
績

に
、
北
海
道
知
事
や
北
海
道
消
防
協

会
な
ど
か
ら
の
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
災
害
対
応
へ
の
重
責
を

担
う
「
郷
土
が
誇
る
消
防
団
」
の
さ

ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

団
長
が
「
防
災
の
第
一
線
に
あ
る
我
々

は
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
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